質問：ｃではわがまま老人ができそうですし、d「高い音のチャイムで食事の時間を知らせる。」ではだめですか？

問題番号：E-4

	老人性難聴の患者への対応として適切なのはどれか。2つ選べ。 
a 近づいて普通の大きさの声で話す。 

b 補聴器のボリュームをできるだけ上げる。 

c 患者の興味のある話題を選んで話しかける。 

d高い音のチャイムで食事の時間を知らせる。

e 音声を介したコミュニケーションを避ける。 


解答：a,c

疾患名：老人性難聴の患者への対応

診療科：耳鼻咽喉科

【解説】

聴力については、年齢とともに生理的に聴力低下が生じる。一般に20歳代以降軽度に高音域の聴力が低下し、特に40歳代よりそれが明瞭になってくる。1)
以上より、老人性難聴は高音域が聞こえづらくなります。

また、高齢者は性格特性として興味減退2)があります。

よってa、ｃを正解としました。
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